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３
月
17
日
と
18
日
の
２
日
間
に

わ
た
り
、
宮
城
県
の
シ
ェ
ル
コ
ム

せ
ん
だ
い
で
行
わ
れ
た
楽
天
イ
ー

グ
ル
ス
杯 

第
９
回
東
北
中
学
校

選
抜
野
球
大
会
で
、
県
大
会
を
制

し
県
代
表
と
し
て
出
場
し
た
本
荘

由
利
選
抜
チ
ー
ム
が
初
優
勝
を
飾

り
ま
し
た
。

　

３
月
23
日
、
選
手
と
監
督
ら
が

長
谷
部
市
長
を
訪
れ
、
優
勝
を
報

告
。
長
谷
部
市
長
は
「
選
抜
チ
ー

ム
で
優
勝
を
収
め
る
こ
と
が
で
き

た
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
持
ち
味
を

生
か
し
て
戦
っ
た
結
果
。
東
北
大

会
の
優
勝
を
ば
ね
に
、
こ
れ
か
ら

も
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
選
手

を
た
た
え
ま
し
た
。

　

本
市
と
に
か
ほ
市
の
選
手
で
構

成
さ
れ
る
選
抜
チ
ー
ム
、
今
回
は

市
内
５
校
の
14
人
で
結
成
。
東
北

大
会
出
場
８
チ
ー
ム
の
う
ち
、
最

も
選
手
が
少
な
い
中
で
頂
点
に
立

ち
ま
し
た
。
キ
ャ
プ
テ
ン
の
佐
林

瑠
弥
さ
ん
（
由
利
中
）
は
、
共
に

戦
っ
た
選
抜
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー

に
つ
い
て
「
前
か
ら
知
っ
て
い
る

人
が
多
か
っ
た
の
で
や
り
や
す
か

っ
た
し
、
楽
し
か
っ
た
。
こ
れ
か

ら
は
ラ
イ
バ
ル
に
な
る
が
、
気
持

ち
を
切
り
替
え
て
や
っ
て
い
き
た

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

本
荘
由
利
選
抜
チ
ー
ム
楽
天
イ
ー
グ
ル
ス
杯

全
国
高
校
選
抜
卓
球
大
会

池
田
さ
ん

 

民
俗
文
化
財
保
存
伝
承
活
動
の
振
興 

へ
寄
付
金
を
贈
呈

“

“

Ｊ
Ａ
秋
田
し
ん
せ
い

全
国
高
校
選
抜

池
田
さ
ん

　

第
39
回
全
国
高
校
選
抜
卓
球
大

会
（
日
本
卓
球
協
会
・
全
国
高
体

連
主
催
）
が
秋
田
市
立
体
育
館
で

３
月
23
日
か
ら
25
日
に
開
催
さ
れ
、

女
子
個
人
の
部
に
出
場
し
た
由
利

高
校
３
年
の
池
田
紗
耶
さ
ん
（
西

目
町
西
目
）
が
見
事
３
位
に
入
賞

し
ま
し
た
。

　

池
田
さ
ん
は
「
初
め
て
の
全
国

大
会
出
場
で
し
た
の
で
、
予
選
突

破
を
目
標
に
一
戦
一
戦
勝
っ
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
予

選
リ
ー
グ
は
少
し
緊
張
し
ま
し
た

が
、
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
は
思
い

切
っ
て
や
れ
ま
し
た
。
３
位
に
な

れ
て
う
れ
し
い
で
す
」
と
笑
顔
で

話
し
ま
し
た
。

　

地
域
貢
献
活
動
の
一
つ
と
し
て
、

本
市
と
に
か
ほ
市
に
伝
わ
る
民
俗

芸
能
を
応
援
し
よ
う
と
「
鳥
海
山

伝
承
芸
能
応
援
定
期
」
を
取
り

扱
っ
て
き
た
Ｊ
Ａ
が
、
25
万
４
６

０
０
円
を
本
市
に
寄
贈
し
ま
し
た
。

　

３
月
21
日
、
畠
山
勝
一
組
合
長

が
長
谷
部
市
長
を
訪
れ
、「
民
俗

文
化
財
保
存
伝
承
活
動
の
振
興
に

活
用
し
て
ほ
し
い
。
民
俗
芸
能
の

後
継
者
を
支
援
し
た
い
」
と
話
し
、

目
録
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

当
初
、
鳥
海
山
の
標
高
２
２
３

６
メ
ー
ト
ル
に
ち
な
み
、
22
万
３

６
０
０
円
ず
つ
両
市
に
寄
贈
す
る

予
定
で
し
た
が
、
好
評
に
つ
き
貯

金
額
予
定
額
を
上
回
っ
た
と
い
う

こ
と
で
す
。

　ＪＡバンクが展開する食農教育応援事業の一環として３月21日、市内の小学校で活用
してほしいと、補助教材「農業とわたしたちのくらし」を、畠山勝一組合長が佐々田教育
長へ贈呈しました。
　この事業は、全国の子どもたちに向けて食・環境と農業への理解を深めることを目的に
平成20年度から行われている事業で、今回は高学年向けの児童用教材と教師用指導書な
ど、あわせて910冊を寄贈いただきました。文化財の保護や伝承、また食や農業に対する
正しい理解のため、活用させていただきます。ありがとうございました。

小学生向け補助教材「農業とわたしたちのくらし」を寄贈

春の全国交通安全運動の初日となった４月６日、
由利本荘警察署前でパレード出発式が行われま
した。ミニ警官となった石脇東保育園の年長さん
が交通安全を元気に呼び掛けました。
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長
谷
部
市
政  

総
仕
上
げ
の
年
ス
タ
ー
ト

年
度
始
め　

市
長
訓
示

　

災
害
時
の
活
動
は
災
害
発
生
か
ら
の
時
間
の
推
移
に
よ
り
変
化
す
る
た
め
、
時
期
に
応
じ
た
的
確

な
活
動
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
自
主
防
災
組
織
は
初
動
対
応
以
降
も
復
旧
・
復
興
に
向
け
て
他
団
体
と

連
携
し
な
が
ら
、
継
続
的
な
活
動
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
シ
リ
ー
ズ
３
回
目
の
今
回
は
、
地
震
災
害
時

の
初
期
対
応
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

自
主
防
災

自
主
防
災
活
動
で
自
分
た
ち
の
ま
ち
を
守
ろ
う

３

Series
シリーズ

情
報
の
収
集
と
伝
達

　

地
震
に
よ
り
被
害
が
発
生
し
た

と
き
に
的
確
な
応
急
対
応
を
と
る

た
め
に
は
、
災
害
情
報
の
正
確
か

つ
迅
速
な
収
集
と
伝
達
が
必
要
不

可
欠
で
す
。
災
害
情
報
の
伝
達
ル

ー
ト
と
し
て
は
、
ラ
ジ
オ
や
テ
レ

ビ
に
よ
る
も
の
が
最
も
有
効
で
す

が
、
地
域
の
情
報
を
収
集
・
伝
達

す
る
ル
ー
ト
と
し
て
、
極
め
て
大

き
い
役
割
を
果
た
す
の
が
自
主
防

災
組
織
で
す
。
自
主
防
災
組
織
を

災
害
情
報
の
中
継
点
と
し
て
、
関

係
各
機
関
と
の
連
携
を
図
れ
る
よ

う
情
報
班
を
お
い
て
情
報
の
収

集
・
伝
達
を
行
い
ま
す
。

　

地
震
が
発
生
し
、
多
数
の
負
傷

者
が
発
生
し
た
場
合
、
自
主
防
災

組
織
に
は
救
出
・
救
護
活
動
が
求

め
ら
れ
ま
す
。

　

救
出
に
お
い
て
は
、
周
囲
の
人

の
協
力
を
求
め
つ
つ
二
次
災
害
発

生
の
防
止
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、

災
害
時
要
援
護
者
台
帳
な
ど
を
活

用
し
て
、
効
果
的
な
救
出
活
動
を

行
い
ま
す
。

　

災
害
時
の
避
難
行
動
で
自
主
防

災
組
織
が
担
う
べ
き
役
割
は
、
大

き
く
「
避
難
誘
導
」
と
「
避
難
所

の
開
設
・
運
営
」
の
２
つ
に
分
け

ら
れ
ま
す
。
避
難
誘
導
で
は
、
一

時
避
難
場
所
ま
で
の
避
難
誘
導
に

つ
い
て
計
画
を
立
て
、
地
域
住
民

に
周
知
を
図
り
ま
す
。

救
出
・
救
護

避　

難

　　　　　　　　　　　　　　　　由利地域震災対  
　　　　　　　　　　　　　　　応フォーラム（由
　　　　　　　　　　　　　　　利地域震災対応地
　　　　　　　　　　　　　　　域活動ネットワー
　　　　　　　　　　　　　　　ク主催）が３月３
　　　　　　　　　　　　　　　日、西目公民館シ
　　　　　　　　　　　　　　　ーガルで開催され、
　　　　　　　　　　　　　　　市内外から約200
　　　　　　　　　　　　　　　人が訪れました。
　　　　　　　　　　　　　　　フォーラムでは秋
　　　　　　　　　　　　　　　田大学地域創生セ
ンターの鎌滝孝信准教授による基調講演に続き、同
教授と県の佐藤昇総合防災課長、岩手県釜石市の山
田守防災課長があべ十全さんの司会でトークセッシ

ョンを実施。山田課長は東日本大震災の教訓から、
「防災はハードに頼ってはいけません、まず逃げる
ことが大切。釜石市では防災教育のおかげで子ども
の被害が少なかった。子どもから家族・地域へと防
災意識を変えよう」と呼びかけました。佐藤課長は、
被害想定を見直すことや、今後の災害物資備蓄体制
など、県の防災対策を説明したほか、防災教育の強
化にも取り組むと述べました。

Case Study ４　
由利地域震災対応フォーラム　
子どもから地域の防災意識を変えよう

自主防災組織に期待される活動・役割災害時の状況

○防災知識の普及
○防災訓練の実施
○資機材などの整備
○災害危険箇所、災害時
　要援護者の把握など

○自身と家族の安全確保
○近隣での助け合い
　（出火防止、初期消火、救援など）
○津波からの迅速な
　避難誘導

○安否や被害についての
　情報収集
○初期消火活動
○救出活動
○災害時要援護者の
　避難支援

○避難所運営
○他団体への協力要請
○物資配分、物資需要の
　把握
○給食・給水活動

地域で救援活動にあたる人も含
めて、大部分の人が被災者であ
り、生命の危機・生活環境など
の破壊に対し、自助と地域住民
の共助が中心となる。

行政や公的機関による緊急対応
や地域住民と自主防災組織とし
ては、初動対応となる消火、避難、
救出・救護、給食・給水などを実
施する時期となる。また、外部
から様々な支援活動、人材、支援
物資が入ってくる時期でもある。

（地域性や災害の規模によって
外部からの支援時期は異なる。）

～災害発生から数日間～

～災害発生直後～

数　

日　

間

数 

時 

間 

後

発
生
直
後

発
生
前

時系列による地震災害時の活動

○
○

○
○

災害発生直後

災害発生

ふ  

と
う

し
っ  

た

石市　山田守防災課長

　

早
い
も
の
で
、
長
谷
部
市
政
最

終
年
度
を
迎
え
、
総
仕
上
げ
の
年

が
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。　

  

私
は
、
平
成
二
十
一
年
四
月
の

市
長
選
挙
に
お
い
て
、
二
十
六
項

目
か
ら
な
る
公
約
を
掲
げ
て
、
当

選
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

以
来
、
こ
れ
ら
公
約
の
実
現
を

目
指
し
、
市
政
運
営
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
し
た
が
、
三
年
が
経

過
し
、
そ
の
お
お
か
た
を
実
現
す

る
こ
と
が
で
き
た
も
の
と
思
っ
て

お
り
ま
す
が
、
い
ま
だ
登
り
口
に

位
置
す
る
項
目
も
あ
り
、
こ
の
総

仕
上
げ
の
一
年
で
、
一
歩
で
も
前

へ
進
む
た
め
、
努
力
し
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
そ
の

基
本
姿
勢
は
、
こ
れ
ま
で
も
述
べ

て
き
ま
し
た
が
、「
市
民
と
の
ひ

ざ
を
交
え
て
の
交
流
」
で
あ
り
、

「
地
域
全
体
の
均
衡
あ
る
発
展
」

で
あ
り
、「
丁
寧
な
説
明
」
で
あ
り
、

「
身
の
丈
に
あ
っ
た
財
政
運
営
」

で
あ
り
ま
す
。
特
に
、
財
政
運
営

に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
二
十
二

年
度
ま
で
三
カ
年
連
続
で
黒
字
決

算
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
実
質

公
債
費
比
率
も
二
十
三
年
度
決
算

で
は
、
基
準
値
の
十
八
パ
ー
セ
ン

ト
を
下
回
る
こ
と
が
で
き
る
も
の

と
推
計
し
て
お
り
、
本
市
の
財
政

課
題
の
一
つ
が
解
決
で
き
る
も
の

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
う
し
た

財
政
課
題
と
連
動
し
て
、「
雇

用
」「
観
光
」「
環
境
」「
健
康
」「
教

育
」の
５
Ｋ
に
加
え
、新
た
に
、「
防

災
」
に
重
点
を
置
き
、
市
民
生
活

全
て
の
基
本
で
あ
る
「
安
全
・
安

心
の
た
め
の
施
策
」
を
展
開
し
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
新
年
度
に
あ

た
り
、
職
員
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、

私
の
考
え
方
を
再
確
認
し
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
新
年
度
に
は
、
本
庁
舎
の

耐
震
工
事
に
着
手
い
た
し
ま
す
。

こ
れ
に
伴
い
、
教
育
委
員
会
が
西

目
総
合
支
所
内
に
、
建
設
部
が
第

二
庁
舎
へ
移
転
し
、ま
た
、各
部
・

課
に
お
い
て
も
、
工
事
の
進
展
に

連
動
し
な
が
ら
の
配
置
換
え
が
予

定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
特
に
、
工

事
期
間
中
は
、
市
民
の
皆
さ
ま
に

ご
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
の
無
い
よ

う
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
、
明
る
く

丁
寧
な
対
応
に
心
が
け
る
よ
う
お

願
い
を
い
た
し
ま
す
。

　

私
の
好
き
な
言
葉
に
、「
打
っ

て
反
省　

打
た
れ
て
感
謝
」
と
い

う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、

勝
ち
負
け
だ
け
で
は
な
く
、
修
業

す
る
者
に
、
そ
の
心
構
え
を
説
い

た
言
葉
で
あ
り
ま
す
。

　

人
は
、
先
輩
の
叱
咤
激
励
に
感

謝
し
、「
不
撓
不
屈
」の
精
神
で「
一

日
一
日
を
精
一
杯
」
生
き
て
こ
そ
、

充
実
し
た
人
生
を
送
る
こ
と
が
で

き
る
も
の
と
思
い
ま
す
。
新
人
の

皆
さ
ん
に
は
、
今
日
の
こ
の
日
を

し
っ
か
り
と
心
に
刻
み
、
ま
た
、

先
輩
の
皆
さ
ん
に
は
、
心
を
新
た

に
、「
全
力
投
球
」
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
一

年
間
、
一
緒
に
頑
張
っ
て
い
く
こ

と
を
誓
い
合
い
な
が
ら
、
あ
い
さ

つ
と
い
た
し
ま
す
。

　

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

「
雇
用
」「
観
光
」「
環
境
」「
健
康
」「
教
育
」の
５
Ｋ
に
加
え
、
新
た
に
「
防
災
」
に
重
点

職
員
に
訓
示
す
る
長
谷
部
市
長



　

迅
速
果
断
な
初
期
消
火
で
建
物

の
延
焼
を
阻
止
し
た
功
績
を
た
た

え
３
月
16
日
、
髙
橋
喜
和
さ
ん

（
53
歳
・
鳥
海
町
伏
見
）へ
市
消
防

長
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

２
月
10
日
午
後
７
時
頃
、
勤
務

先
か
ら
の
帰
宅
途
中
、
建
物
か
ら

煙
が
出
て
い
る
の
を
発
見
、
近
く

の
公
民
館
に
駆
け
付
け
、
消
防
署

へ
の
通
報
を
依
頼
す
る
と
と
も
に
、

自
ら
は
勤
務
先
か
ら
消
火
器
を
調

達
し
、
近
隣
住
民
な
ど
に
応
援
を

Yurihonjo city public Relations.  2012

石綿支団長金子支団長今野支団長

〈
東
由
利
支
団
長
〉

　

石
綿
喜
代
隆
さ
ん
（
60
歳
）

〈
矢
島
支
団
長
〉

　

金
子　

嘉
博
さ
ん
（
59
歳
）

〈
岩
城
支
団
長
〉

　

今
野　

文
夫
さ
ん
（
64
歳
）

求
め
な
が
ら
、
初
期
消
火
活
動
に

当
た
り
ま
し
た
。

　

消
防
水
利
の
状
況
が
悪
い
厳
冬

期
に
お
い
て
、
建
物
の
一
部
焼
損

に
止
め
得
た
こ
と
は
初
期
消
火
活

動
の
重
要
性
と
大
切
さ
を
再
認
識

さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

感
謝
状
の
贈
呈
式
で
髙
橋
さ
ん

は
「
ち
ょ
う
ど
帰
宅
途
中
で
し
た
。

当
た
り
前
の
こ
と
を
し
た
だ
け
で

す
が
、
表
彰
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

伊藤消防長から感謝状が贈られた、髙橋さん

　

市
消
防
団
の
鳥
海
支
団
と
本
荘
支
団
が

東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
に
赴
き
、
側
溝

の
泥
上
げ
作
業
な
ど
の
支
援
活
動
を
行
い

ま
し
た
。
ま
た
、
市
消
防
団
は
、
被
災
地

で
津
波
で
流
出
す
る
な
ど
し
不
足
し
て
い

る
消
防
車
両
を
岩
手
県
陸
前
高
田
市
に
提

供
。
岩
手
県
消
防
協
会
と
消
防
庁
長
官
か

ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

鳥
海
支
団
で
は
、被
災
地
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
と
い
う

ニ
ュ
ー
ス
を
受
け
、
幹
部
で
集
ま
っ
た
時

に
「
被
災
地
へ
行
こ
う
」
と
い
う
話
に
な

り
、
団
員
47
人
と
市
担
当
者
が
２
月
11
日

に
岩
手
県
大
槌
町
へ
。
ま
た
「
何
か
自
分

た
ち
に
で
き
る
こ
と
を
し
た
い
」
と
考
え

て
い
た
本
荘
支
団
は
、
団
員
34
人
と
消
防

職
員
が
３
月
17
日
に
岩
手
県
大
船
渡
市
へ
。

　

そ
れ
ぞ
れ
、
現
地
で
が
れ
き
の
撤
去
や

側
溝
の
泥
上
げ
な
ど
の
作
業
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。

　

３
月
27
日
、
支
援
活
動
の
報
告
を
受
け

た
長
谷
部
市
長
は
、
ね
ぎ
ら
い
の
言
葉
を

か
け
る
と
と
も
に
、
現
地
の
様
子
な
ど
を

聞
い
て
い
ま
し
た
。
周
防
副
団
長
は
「
聞

く
と
見
る
で
は
、
あ
ま
り
に
差
が
あ
る
。

恐
怖
を
感
じ
た
」
と
振
り
返
り
、「
が
れ
き

は
１
カ
所
に
集
め
ら
れ
て
い
た
が
、
側
溝

に
は
土
砂
が
詰
ま
っ
て
い
て
流
れ
な
い
状

態
で
、
ま
だ
ま
だ
人
手
が
必
要
だ
と
感
じ

た
」
と
話
し
ま
し
た
。

左から 鳥海支団 周防彦宗支団長、長谷部市長、
　　　 市消防団 畠山勉団長、本荘支団 今野忠男支団長

初期消火で延焼を阻止

　

平
成
23
年
度
の
消
防
功
労
者
表
彰

式
が
３
月
22
日
県
庁
第
２
庁
舎
で
行

わ
れ
、
長
年
に
わ
た
り
地
域
の
火
災
予

防
に
尽
力
さ
れ
た
功
績
に
よ
り
、
本

市
消
防
団
幹
部
の
方
々
が
消
防
庁
長

官
定
例
表
彰
・
永
年
勤
続
功
労
章
を

受
章
し
ま
し
た
。

◆永年勤続功労章◆

平成24年４月15日号 広報ゆりほんじょう

　

秋
田
県
立
大
学
の
入
学
式
が

４
月
５
日
に
挙
行
さ
れ
、
本
荘

キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
第
14
期
生
と
し

て
３
０
０
人
（
大
学
生
２
５
１
人
、

大
学
院
生
49
人
の
計
３
０
０

人
）
の
新
入
学
生
を
迎
え
ま
し
た
。

　

本
荘
キ
ャ
ン
パ
ス
前
で
は
秋

田
市
で
の
入
学
式
を
終
え
た
学

生
を
、
内
越
保
育
園
児
や
地
元

南
内
越
住
民
、
市
職
員
な
ど
総

勢
約
２
０
０
人
が
出
迎
え
、「
入

学
お
め
で
と
う
」、「
よ
う
こ
そ

由
利
本
荘
へ
」
な
ど
と
声
を
か
け
、

新
入
学
生
を
歓
迎
し
ま
し
た
。

　

市
で
は
学
生
の
皆
さ
ん
と
市

民
の
交
流
体
験
を
通
じ
て
、
本

市
の
魅
力
を
楽
し
ん
で
も
ら
お

う
と
「
絆
の
里
づ
く
り
」
事
業

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
と

も
参
加
い
た
だ
い
て
由
利
本
荘

市
で
の
学
生
生
活
を
実
り
多
い

も
の
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

通
学
路
の
安
全
願
い
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
を
掃
除

県
立
大
学
新
入
生
歓
迎
会

　

佐
藤
憲
一
文
庫
が
中
央
図
書

館
２
階
に
開
設
さ
れ
た
こ
と
を

記
念
し
た
展
示
会
が
、
３
月
23

日
〜
26
日
カ
ダ
ー
レ
の
ギ
ャ
ラ

リ
ー
を
会
場
に
、
氏
の
著
書
に

ち
な
み
「
星
の
如
く 

虹
の
如

く
」
と
題
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

期
間
中
に
は
大
勢
の
市
民
が

訪
れ
、
本
荘
市
名
誉
市
民
で
あ

る
佐
藤
憲
一
氏
の
蔵
書
や
貴
重

な
資
料
に
見
入
っ
た
り
、
久
し

ぶ
り
に
会
う
知
人
と
歓
談
す
る

な
ど
に
ぎ
わ
い
を
み
せ
ま
し
た
。

除
の
手
順
を
確
認
し
た
後
、
各
自

の
担
当
場
所
に
向
か
い
、
一
斉
に

掃
除
に
取
り
掛
か
り
ま
し
た
。

佐
々
木
団
長
は
「
ミ
ラ
ー
の
掃
除

は
新
１
年
生
が
通
学
を
始
め
る
４

月
に
毎
年
行
っ
て
い
て
、
今
年
で

　
　
　
　

25
回
目
で
す
。
子
ど
も

　
　
　
　

た
ち
が
安
全
に
通
学
で

　
　
　
　

き
る
こ
と
、
団
員
が
ボ

　
　
　
　

ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
を
理

　
　
　
　

解
す
る
き
っ
か
け
に
な

　
　
　
　

る
こ
と
を
期
待
し
て
い

　
　
　
　

ま
す
」
と
話
し
、
交
通

　
　
　
　

安
全
と
ち
び
っ
子
拳
士

　
　
　
　

の
成
長
を
願
い
ま
し
た
。

　

本
荘
空
手
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

（
佐
々
木
喜
悦
団
長
）
が
４
月
１

日
、
本
荘
地
域
の
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー

の
掃
除
を
行
い
ま
し
た
。
参
加
し

た
の
は
団
員
と
父
兄
合
わ
せ
て
約

40
人
。
団
員
た
ち
は
み
ん
な
で
掃

　

本
格
運
行
を
前
に
、
３
月
26
日

に
は
保
育
園
児
が
試
乗
し
て
乗
り

心
地
を
体
感
。東
海
林
奏
く
ん（
矢

島
保
育
園
・
６
歳
）
は
「
景
色
が

き
れ
い
。
白
鳥
が
か
わ
い
か
っ

た
」
と
興
奮
気
味
。
ま
た
、
何
回

も
お
ば
こ
号
に
乗
っ
た
こ
と
の
あ

る
関
優
來
く
ん
（
同
・
６
歳
）
は

「（
新
し
い
車
両
は
）
き
れ
い
。
座

っ
て
乗
れ
る
と
こ
ろ
が
、
お
も
し

ろ
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

由
利
高
原
鉄
道
（
春
田
啓
郎
社

長
）
で
は
、
４
月
１
日
か
ら
新
型

車
両
の
運
行
を
開
始
し
ま
し
た
。

新
車
両
の
導
入
は
、
開
業
時
の
昭

和
60
年
に
導
入
し
た
車
両
の
老
朽

化
に
伴
う
も
の
で
、
27
年
ぶ
り
の

更
新
と
な
り
、
毎
年
１
台
ず
つ
合

わ
せ
て
３
台
を
更
新
す
る
計
画
で

す
。
新
型
車
両
は
、
こ
れ
ま
で
よ

り
馬
力
が
３
割
増
し
で
、
バ
リ
ア

フ
リ
ー
仕
様
。
よ
り
ス
ム
ー
ズ
な

走
行
や
乗
降
が
可
能
と
な
り
ま
し

た
。

本
荘
空
手
道
ス
ポ
少

馬
力
３
割
増　
バ
リ
ア
フ
リ
ー
仕
様
の
〝
や
さ
し
い 

お
ば
こ
〞

か
な
で

せ
き      

ゆ　

   

ら



　

文
部
科
学
省
所
管
の
財
団
法

人
・
国
際
青
少
年
研
修
協
会
で
は
、

夏
休
み
海
外
派
遣
事
業
の
参
加
者

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

内
容　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、
ボ
ラ
ン

　

テ
ィ
ア
、
文
化
交
流
、
学
校
体

　

験
、
英
語
研
修
な
ど

派
遣
先　

米
国
、
英
国
、
豪
州
、

　

カ
ナ
ダ
、
サ
イ
パ
ン
、
カ
ン
ボ

　

ジ
ア
、
フ
ィ
ジ
ー

日
程　
７
月
26
日
㈭
〜
８
月
14
日

　

㈫  

８
日
間
〜
18
日
間

対
象　

小
３
〜
高
３
の
方
ま
で

説
明
会　

全
国
14
都
市
、
５
月
下

　

旬
（
入
場
無
料
・
予
約
不
要
）

参
加
費　

21
万
８
千
〜
54
万
５
千

　

円
予
定
（
共
通
経
費
は
別
途
）

締
め
切
り　

６
月
１
日
㈮
お
よ
び

　

11
日
㈪
（
事
業
に
よ
り
異
な
り

　
ま
す
）

問
い
合
わ
せ
先
・
資
料
請
求

　

㈶
国
際
青
少
年
研
修
協
会　

☎

　

０
３
―
６
４
５
９
―
４
６
６
１

　

E-M
A
IL  info@

kskk.or.jp

　

U
RL  http://w

w
w
.kskk.

　

or.jp

　

（独）
高
齢
・
障
害
・
求
職
者
雇
用

支
援
機
構
で
は
、
体
の
不
自
由
な

皆
さ
ん
か
ら
絵
画
と
写
真
を
募
集

し
、
そ
の
優
秀
作
品
を
も
と
に
障

害
者
雇
用
支
援
月
間
の
ポ
ス
タ
ー

を
作
成
し
て
い
ま
す
。

募
集
期
間　

６
月
20
日
㈬
ま
で

問
い
合
わ
せ
先　

（独）
高
齢
・
障
害

　

 

・
求
職
者
雇
用
支
援
機
構   

秋

　

田
障
害
者
職
業
セ
ン
タ
ー
雇
用

　

支
援
課　

☎
０
１
８
―
８
８
３

　

―
３
６
１
０

期
日　

９
月
１
日
㈯

種
目
・
会
場　

陸
上
競
技
（
八
橋

　

運
動
公
園
陸
上
競
技
場
）・
水

　

泳
（
県
立
総
合
プ
ー
ル
）・
卓

　

球
（
秋
田
市
立
体
育
館
サ
ブ
ア

　

リ
ー
ナ
）・
サ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ

　

ル
テ
ニ
ス
（
県
心
身
障
害
者
総

　

合
福
祉
セ
ン
タ
ー
）・
ア
ー
チ
ェ

　

リ
ー
（
県
勤
労
身
体
障
害
者
ス

　

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
）・
ボ
ウ
リ

　

ン
グ（
ボ
ウ
ル
ジ
ャ
ン
ボ
秋
田
）

　

 

・
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
（
八

　

橋
運
動
公
園
球
技
場
）・
バ
レ
ー

　

ボ
ー
ル
（
秋
田
市
立
体
育
館
メ

　

イ
ン
ア
リ
ー
ナ
）

申
込
方
法　
５
月
１
日
㈫
か
ら
、

　

福
祉
支
援
課
に
て
関
係
書
類
の

　

配
布
を
開
始
し
ま
す
。

申
込
締
切　

６
月
８
日
㈮

問
い
合
わ
せ
先　

秋
田
県
障
害
者

　

ス
ポ
ー
ツ
協
会　

担
当
・
堀
家  

　

☎
０
１
８
―
８
６
４
―
２
７
５

　

０

　

本
荘
文
化
会
館
・
図
書
館
の
解

体
工
事
が
９
月
末
頃
ま
で
行
わ
れ

ま
す
。

　

工
事
期
間
中
の
騒
音
、
振
動
、

粉
塵
、
交
通
安
全
な
ど
の
対
策
に

は
万
全
を
期
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

皆
様
に
は
大
変
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

生
涯
学
習
課

　

 （
☎
32
―
１
３
３
２
）
ま
で
。

　

ま
ち
か
ど
Ａ
Ｅ
Ｄ
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
標
章
交
付
制
度
の
趣
旨
に
ご
賛

同
い
た
だ
い
た
民
間
事
業
所
に
対

し
、
ま
ち
か
ど
Ａ
Ｅ
Ｄ
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
標
章
の
交
付
式
を
行
い
ま

し
た
。

　

併
せ
て
、
公
共
の
施
設
13
箇
所

に
つ
い
て
認
定
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
、

「
ま
ち
か
ど

Ａ
Ｅ
Ｄ
ス

テ
ー
シ
ョ

ン
」
に
つ
い

て
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

ま
ち
か
ど
Ａ
Ｅ
Ｄ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

標
章
交
付
施
設
（
平
成
24
年
３
月

31
日
現
在
）

本
荘
地
域
▽
タ
プ
ロ
ス
㈱
由
利
本

　

荘
営
業
所
、
本
荘
保
健
セ
ン

　

タ
ー
、
ぱ
い
ん
す
ぱ
新
山
、
養

　

護
老
人
ホ
ー
ム
寿
荘
、
子
吉
小

　

学
校

岩
城
地
域
▽
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

　

ム
広
洋
苑
、
亀
田
小
学
校
、
道

　

川
保
育
園

大
内
地
域
▽
岩
谷
保
育
園
、
下
川

　

大
内
保
育
園
、
上
川
大
内
保
育

　

園
、
は
ー
と
ぽ
ー
と
大
内
ぽ
ぽ

　

ろ
っ
こ

東
由
利
地
域
▽
東
由
利
中
学
校

西
目
地
域
▽
西
目
小
学
校

お
問
い
合
わ
せ　

市
消
防
本
部 

　

救
急
課　

 

☎
22
―
４
２
８
２
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　不要になった絵本、眠っている絵本
を「スギッチ リサイクル文庫」へ寄
贈してください。
回収する本　乳幼児向け・小学校低学
　年向けの絵本（傷みが少なく再利用
　に十分耐えられるもの）
回収方法　県立・市町村立図書館へご
　持参ください。（図書館がない市町
　村では公民館図書室で受付）
※県民みなさんからいただく絵本は希
　望する幼稚園・保育所等に配布しま
　す。ご協力をよろしくお願いします。

　詳しくは、 ＨＰ
「あきたブック
ネット」または県
企画振興部総合政
策課  県民読書推
進班　☎018－862
－5220

　ガス水道局では、水道事務所の再編に伴い西目地域、矢島地域の担当
事務所が次のとおり変更となりました。水道に関する各種お申し込み、
お問い合わせは担当の事務所までご連絡ください。

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
発
行
す
る
紹

介
状
と
専
用
の
履
歴
書
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
詳
細
は
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
に
備
え
付
け
の
募
集
要
項

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
地
籍
調
査
補
助
員
】

勤
務
内
容　

地
籍
調
査
事
業
に
伴

　

う
事
務
・
現
場
業
務

募
集
人
員　

１
人

勤
務
地　

税
務
課
地
籍
調
査
班

勤
務
時
間　

週
４
日
勤
務
（
29
時

　

間
）

応
募
資
格　

自
動
車
運
転
免
許
、

　

パ
ソ
コ
ン
操
作
可
能
な
方

雇
用
期
間   

５
月
10
日
〜
平
成
25

　

年
３
月
31
日
（
更
新
可
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

４

　

月
20
日
㈮
ま
で
、
総
務
部
総
務

　

課　

☎
24
―
６
２
１
７

【
森
林
基
本
調
査
作
業
員
】

勤
務
内
容　
森
林
現
況
・
林
積
調
査
、

　

森
林
境
界
確
認
・
測
量
及
び
台

　

帳
整
理
、
そ
の
他
関
連
業
務

募
集
人
員　

４
人

勤
務
地　
東
由
利
地
域

勤
務
時
間　

週
５
日
勤
務
（
38
時

　

間
45
分
）

応
募
資
格　

自
動
車
運
転
免
許

雇
用
期
間　
５
月
１
日
〜
平
成
24

　

年
10
月
31
日

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

４

　

月
20
日
㈮
ま
で
、
東
由
利
総
合

　

支
所
産
業
課  

☎
69
―
２
１
１

　

６

　

市
営
住
宅
入
居
者
を
募
集
し
ま

す
。

公
営
住
宅

　

本
荘
地
域　
　

２
戸
（
松
涛
）

　

岩
城
地
域　
　

１
戸
（
愛
宕
西
）

　
　
　
　
　
　
　

１
戸
（
鶴
岡
）

　
　
　
　
　
　
　

１
戸
（
愛
宕
）

　

東
由
利
地
域　

１
戸
（
吉
野
）

公
共
住
宅

　

東
由
利
地
域　

１
戸
（
吉
野
）

申
し
込
み
期
限　

４
月
25
日
㈬

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

入
居
の
条
件
な
ど
、
詳
し
く
は

　

都
市
計
画
課
（
☎
24
―
６
３
３

　

４
）
ま
た
は
各
総
合
支
所
建
設

　

課
ま
で

年
会
費　

個
人
会
員
＝
千
円
、
法

　

人
会
員
＝
１
万
円

特
典　

ア
ク
ア
パ
ル
文
化
振
興
協

　

会
主
催
事
業
（
コ
ン
サ
ー
ト
な

　

ど
）
の
入
場
割
り
引
き

申
込
期
限　
５
月
１
日
㈫

問
い
合
わ
せ
先　

ア
ク
ア
パ
ル   

　

☎
22
―
５
６
１
１

　

本
荘
地
域
在
住
の
婦
人
で
あ
れ

ば
、
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

開
設
講
座　

移
動
研
修
、
施
設
研

　

修
、
料
理
教
室
な
ど

経
費　

１
２
０
０
円
（
会
費
、
通

　

信
費
。
材
料
代
な
ど
別
途
負
担

　

し
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま

　

す
）

申
し
込
み　

鶴
舞
会
館
２
階
第
２

　

会
議
室
に
て
４
月
28
・
29
日
の

　

午
前
９
時
〜
12
時

問
い
合
わ
せ
先　

畠
山
（
☎
23
―

　

２
０
８
０
）

　

㈶
日
本
遺
族
会
は
戦
没
者
遺
児

に
よ
る
慰
霊
友
好
親
善
事
業
の
参

加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
先
の

大
戦
で
の
戦
没
者
の
遺
児
を
対
象

と
し
て
、
戦
没
し
た
旧
戦
域
を
訪

れ
慰
霊
追
悼
を
行
う
と
共
に
、
同

地
域
の
住
民
と
友
好
親
善
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

参
加
費　

10
万
円

実
施
地
域　

旧
ソ
連
、
モ
ン
ゴ
ル
、

　

フ
ィ
リ
ピ
ン
、
東
部
ニ
ュ
ー
ギ

　

ニ
ア
、
中
国
、
ボ
ル
ネ
オ
・
マ

　

レ
ー
半
島
な
ど

問
い
合
わ
せ
先　

㈶
日
本
遺
族
会   

　

☎
０
３
―
３
２
６
１
―
５
５
２

　

１

広報ゆりほんじょう広報ゆりほんじょう広報ゆりほんじょう

本
荘
地
区
連
合
婦
人
会
・
婦

人
学
級
生
の
募
集

平成2平成24年４月15日号月15日号平成24年４月15日号

　市では、環境にやさしい再生可能エネルギーの利用促進による地球温暖化の防止と環境意識の高揚を図るため、
住宅の屋根に太陽光発電システムを設置する方に対して、設置費用の一部を補助します。
 【受付期間】
　平成25年３月８日㈮まで（予算の範囲内での補助となるため、予算を超過した場合は期間内であっても受け付
けを終了します）
 【交付対象者】
　１．個人の場合は、市内に住所がある方。法人の場合は、市内に本店または主たる事務所があること（予定含む）。
　２．個人の場合は、本人や同一世帯に属する方に市税および保育料の滞納がないこと。法人の場合は市税の滞
　　納がないこと。
　３．  「あきた安全安心住まい推進事業関係補助金」の交付決定を受けている方。
 【補助金額】
　太陽電池モジュールの公称最大出力１キロワットあたり２万円（上限８万円）
　※千円未満の端数がある場合は切り捨て。
 【対象システム】
　１．市内の住宅およびその敷地内に新たに設置されるもの（中古品や増設、修繕、そ
　　の他これらに類するものは対象外）。
　２．平成24年度内に同補助金の交付を受けていないこと。
　３．平成24年４月１日以降に工事が完了し、平成25年３月15日まで実績報告
　　書の提出ができるもの。



　

４
月
13
日
㈮
か
ら
30
日
（
月
・

祝
）
に
本
荘
公
園
な
ど
を
会
場
に

開
催
さ
れ
る
「
本
荘
さ
く
ら
ま
つ

り
」。
期
間
中
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ

ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
。（
会
場

内
の
夜
間
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
は
20
時

ま
で
）

【
４
月
13
日
】…

山
開
き
「
鶴
舞

　

小
学
校
吹
奏
学
部
」

【
14
日
】…

本
荘
公
園
剣
道
大
会

　

 （
12
時
半
〜
16
時
）

【
15
日
】…

第
44
回
全
郡
市
観
桜

　

短
歌
大
会
（
本
荘
グ
ラ
ン
ド

　
ホ
テ
ル
・
10
時
〜
16
時
）

【
19
日
（
〜
30
日
）】…

由
利
本
荘

　

市
植
木
盆
栽
市（
９
時
〜
18
時
）

【
21
日
】…

こ
ど
も
凧
揚
げ
ま
つ

　

り
（
10
時
〜
12
時
）、
第
８
回

　

由
利
本
荘
市
さ
く
ら
ま
つ
り
俳

　

句
大
会 （
カ
ダ
ー
レ
研
修
室
・

　

13
時
〜
16
時
）

【
22
日
】…

N
egicco

（
新
潟
県
）

　

コ
ン
サ
ー
ト
（
カ
ダ
ー
レ  

大

　

ホ
ー
ル
・
15
時
〜
）、
釋
尊
降

　

誕
会 「
花
ま
つ
り
」（
商
工
会

　

館
他
・
13
時
〜
15
時
）、
猿
倉

　

人
形
芝
居
公
演 （
鶴
舞
温
泉
・

　

13
時
〜
15
時
）

【
28
日
】…

こ
ど
も
消
防
体
験
（
本

　

荘
消
防
署
前
・
10
時
〜
15
時
）、

　

弘
前
市
り
ん
ご
娘
＆
ア
ル
プ
ス

　

お
と
め
（
青
森
県
）・
プ
ラ
モ

　

 （
秋
田
県
）
コ
ン
サ
ー
ト
（
カ

　

ダ
ー
レ  

大
ホ
ー
ル
・
15
時
〜
）

【
29
日
】…

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

　

 （
10
時
〜
15
時
）、
さ
く
ら
ま

　

つ
り
呈
茶
会 （
10
時
〜
15
時
）

問
い
合
わ
せ
先　

本
荘
さ
く
ら
ま

　

つ
り
本
部　

☎
０
８
０
―
５
７

　

３
６
―
４
６
８
８
、
市
観
光
協

　

会
本
荘
支
部　

☎
24
―
６
３
４

　

９
日
時　

４
月
21
日
㈯　

10
時
〜
15

　

時
30
分

場
所　

西
滝
沢
水
辺
プ
ラ
ザ

イ
ベ
ン
ト
内
容   

【
水
辺
の
市
場
】
出
店
（
焼
き
鳥
、

　

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
、
た
こ
焼
き
、

　

綿
あ
め
等
）、青
空
フ
リ
ー
マ
ー

　

ケ
ッ
ト
（
衣
類
、
日
用
品
、
陶

　

器
類
、
お
も
ち
ゃ
等
）

【
さ
く
ら
ま
つ
り
音
楽
祭
】
須
田

　

政
博
一
座
に
よ
る
民
謡
ス
テ
ー

　

ジ
な
ど

※

４
月
21
日
㈯
か
ら
５
月
６
日
㈰

　

ま
で
は
水
辺
プ
ラ
ザ
周
辺
の
桜

　

の
木
を
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
西

　

滝
沢
子
ど
も
水
辺
協
議
会　

☎

　

53
―
３
９
３
９

　

ハ
ー
ブ
通
り
桜
並
木
で
の
「
桜

ま
つ
り
」
と
道
の
駅
に
し
め
脇
に

あ
る
約
２
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
花
畑
を

利
用
し
た
「
菜
の
花
ま
つ
り
」
を

開
催
し
ま
す
。

会
場　

 「
道
の
駅
に
し
め
・
ハ
ー

　

ブ
ワ
ー
ル
ド
Ａ
Ｋ
Ｉ
Ｔ
Ａ
」
前

期
間　
４
月
13
日
㈮
〜
５
月
６
日
㈰

【
桜
ま
つ
り
：
ハ
ー
ブ
通
り
】

•
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

　

 （
４
月
13
日
）

•
桜
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ（
20
時
ま
で：

　

４
月
19
日
〜
24
日
）

•
出
店
テ
ン
ト（
４
月
21
日
・
22
日
）

【
菜
の
花
ま
つ
り
：
道
の
駅
に
し

め
脇
花
畑
】

•
菜
の
花
大
迷
路
（
４
月
下
旬
〜

　
５
月
６
日
）

•
菜
の
花
畑
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ

•
菜
の
花
イ
ベ
ン
ト
（
菜
の
花
大

　

迷
路
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
、
大
抽

　

選
会
、
菜
の
花
無
料
摘
み
取
り

　

な
ど
：
５
月
３
日
）

問
い
合
わ
せ
先　

市
観
光
協
会
西

　

目
支
部
（
西
目
総
合
支
所
産
業

　

課
内
）　

☎
33
―
４
６
１
５
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日時　平成24年４月18日㈬～平成24
　年４月23日㈪　午前９時～午後５時
　※土曜・日曜は除く。
　※期間内に書類の交付を受けてい
　　ない方は、入札に参加できません。
場所　市管財課（市役所増設棟２階）
入札日時　平成24年４月26日㈭　午
　前10時
入札場所   市役所正庁
問い合わせ先　管財課　☎24－6262

一般競争入札により、下記の物品を売払います。

走行に不
具合あり

４月18日㈬～
23日㈪
午前９時～午
後５時まで

鳥海総合支所
建設課
☎57－2204

370,000円
除雪
グレーダ

昭和59年式
平成24年９月25日

　

本
荘
地
域
赤
田
町
内
の
東
光
館

（
赤
田
の
大
仏
前
）
に
、
３
月
25

日
か
ら
直
売
所
が
オ
ー
プ
ン
し
ま

し
た
。
地
域
の
お
じ
い
さ
ん
、
お

ば
あ
さ
ん
た
ち
が
作
っ
た
新
鮮
で

安
全
な
野
菜
を
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
東
光
館
で
は
屋
外
の
ピ

ザ
窯
を
使
用
し
た
ピ
ザ
づ
く
り
や

そ
ば
打
ち
の
体
験
、
レ
ン
タ
ル
自

転
車
で
の
赤
田
の
遺
産
巡
り
（
赤

田
の
大
仏
、
三
十
三
観
音
霊
場
、

赤
田
大
滝
、
東
光
山
な
ど
）
が
楽

し
め
ま
す
。

【
ピ
ザ
づ
く
り
・
そ
ば
打
ち
体
験
】

　

事
前
予
約
必
要
。

　

原
則
月
２
回
㈯
、
㈰
に
開
催
。

【
赤
田
遺
産
巡
り
】

　

東
光
館
で
自
転
車
貸
し
出
し
。

※

事
前
に
予
約
が
あ
れ
ば
、
ガ
イ

　

ド
が
町
内
を
ご
案
内
し
ま
す
。

事
前
予
約
・
問
い
合
せ
先　

東
光

　

館   

☎
23
―
２
８
８
２

　

県
で
は
、
県
民
や
地
域
が
取
り

組
む
自
主
・
自
立
し
た
地
域
づ
く

り
活
動
や
地
域
が
元
気
に
な
る
活

動
に
対
し
て
助
成
を
行
っ
て
い
ま

す
。
助
成
の
可
否
に
つ
い
て
は
、

審
議
委
員
会
で
審
議
さ
れ
決
定
さ

れ
ま
す
。

受
付
期
間　

４
月
９
日
㈪
〜
５
月

　
７
日
㈪

※

受
付
は
年
２
回
で
今
回
は
前
期

　

の
募
集
。
予
算
の
都
合
に
よ
り

　

後
期
募
集
を
行
わ
な
い
場
合
も

　

あ
り
ま
す
。

対
象
団
体　

公
益
の
推
進
を
目
的

　

と
し
た
活
動
を
、
自
発
的
に
続

　

け
て
い
く
見
込
み
の
あ
る
市
民

　

団
体
。

助
成
事
業
名　

元
気
な
ふ
る
さ
と

　

秋
田
づ
く
り
活
動
支
援
事
業

事
業
メ
ニ
ュ
ー

【
イ
ベ
ン
ト
等
開
催
支
援
】

　

地
域
活
性
化
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の

　

開
催
費
用
（
３
分
の
１
以
内
、

　

上
限
60
万
円
）

※
男
女
の
出
会
い
に
関
す
る
イ
ベ

　

ン
ト
は
２
分
の
１
以
内

【
講
演
会
・
学
習
会
等
開
催
支
援
】

   

地
域
の
あ
り
方
を
考
え
る
学
習

　

会
な
ど
の
開
催
費
用
（
２
分
の

　

１
以
内
、
上
限
20
万
円
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

   

県
由
利
地
域
振
興
局   

地
域
企

　

画
課　

☎
22―

５
４
３
２

　

秋
田
し
ん
せ
い
農
業
協
同
組
合

の
機
構
改
革
に
伴
い
、
家
畜
保
冷

施
設
の
受
付
場
所
が
次
の
と
お
り

変
更
に
な
り
ま
し
た
。

本
店
営
農
生
活
部
畜
産
振
興
課　

　

☎
27
―
１
６
０
１ （
全
域
）

東
部
営
農
セ
ン
タ
ー

　

☎
55
―
４
７
１
２
（
矢
島
・
鳥

　

海
地
域
）

由
利
支
店

　

☎
53
―
３
２
２
１（
由
利
地
域
）

※

受
付
時
間
・
料
金
な
ど
は
変
更

　

あ
り
ま
せ
ん
が
、
担
当
者
が
搬

　

入
時
間
を
指
示
し
ま
す
の
で
、

　

必
ず
電
話
で
申
し
込
み
、
受
付

　

先
へ
時
間
厳
守
の
上
お
い
で
く

　

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

本
荘
由
利
広
域

　

市
町
村
圏
組
合 

事
務
局
管
理

　

課　

☎
23
―
２
０
０
６
ま
た
は

　

上
記
３
受
付
場
所

　

協
会
け
ん
ぽ
秋
田
支
部
は
、
主

に
中
小
企
業
に
お
勧
め
の
従
業
員

と
そ
の
ご
家
族
約
34
万
人
（
県
民

の
約
３
分
の
１
）
が
加
入
す
る
健

康
保
険
で
す
。
賃
金
の
低
下
や
医

療
費
の
増
加
に
加
え
、
高
齢
者
医

療
制
度
へ
の
拠
出
金
の
増
加
に
よ

り
、
平
成
24
年
４
月
納
付
分
か
ら

健
康
保
険
料
率
10
・
02
㌫
（
23
年

度
９
・
54
㌫
）、
40
歳
か
ら
64
歳

ま
で
の
方
に
対
す
る
介
護
保
険
料

率
は
１
・
55
㌫
（
23
年
度
１
・
51

㌫
）
に
引
き
上
げ
と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

全
国
健
康
保
険

　

協
会
（
協
会
け
ん
ぽ
）
秋
田
支

　

部　

☎
０
１
８
―
８
８
３
―
１

　

８
４
１

日
時　

４
月
29
日
㈰　

午
前
７
時

　

30
分
か
ら
８
時
30
分
ま
で

場
所　

友
水
公
園
、
せ
せ
ら
ぎ

　

パ
ー
ク

※

ゴ
ミ
袋
、
軍
手
な
ど
は
準
備
し

　

ま
す
。
実
施
の
場
合
は
午
前
７

　

時
に
の
ろ
し
で
合
図
し
ま
す
。

お
願
い　

船
主
の
皆
さ
ん
は
当
日

　

ア
ク
ア
パ
ル
前
船
着
き
場
へ
８

　

時
に
集
合
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

子
吉
川
市
民
会

　

議
事
務
局   

☎
22
―
５
６
１
１

日
時   

５
月
26
日
㈯
【
予
備
日
27

　

日
㈰
】   

午
前
８
時
30
分
か
ら

　

正
午
ま
で

活
動
内
容　

畑
中
喜
右
衛
門
碑
見

　

学
の
後
、
旧
二
十
六
木
橋
か
ら

　

ア
ク
ア
パ
ル
ま
で（
約
５
㌔
程
）

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
移
動
し
な
が

　

ら
、
子
吉
川
の
歴
史
に
つ
い
て

　

ふ
れ
る
。（
旧
二
十
六
木
橋
ま

　

で
は
市
バ
ス
で
移
動
し
ま
す
）

集
合
場
所　

ア
ク
ア
パ
ル

対
象　

小
学
４
年
生
以
上

募
集
人
数　

30
人
（
先
着
順
・
定

　

員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

持
ち
物　

雨
具
、
筆
記
用
具
、
タ

　

オ
ル
、
飲
み
物

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先   

ア

　

ク
ア
パ
ル   

☎
22
ー
５
６
１
１

　

今
回
の
企
画
展
は
本
荘
藩
絵
師

た
ち
の
「
鳥
」
を
描
い
た
作
品
を

中
心
に
展
示
し
ま
す
。
こ
の
中
で

も
滝
沢
昌
良（
昌
純
）の「
鷹
図
」

（
六
曲
一
双
）
は
初
め
て
公
開
さ

れ
る
作
品
で
す
。
本
荘
藩
絵
師
た

ち
の
作
品
を
様
々
な
角
度
か
ら
ご

鑑
賞
く
だ
さ
い
。

期
間   

４
月
20
日
㈮
〜
６
月
24
日

　

㈰
（※

月
曜
日
は
休
館
、
た
だ

　

し
４
月
30
日
は
開
館
）

入
館
料　

大
人…

100
円　

子
ど
も

　

 

・
学
生…

無
料

問
い
合
わ
せ
先　

本
荘
郷
土
資
料

　

館　

☎
24
―
３
５
７
０

広報ゆりほんじょう広報ゆりほんじょう広報ゆりほんじょう平成2平成24年４月15日号月15日号平成24年４月15日号



日
時   

５
月
３
日
㈭
〜
５
日
㈯

場
所   

鳥
海
山
猿
倉
口
付
近

主
催   

鳥
海
山
フ
ェ
ス
タ
実
行
委

　

員
会

後
援   

由
利
本
荘
市

イ
ベ
ン
ト
内
容

【
３
日
】

　

バ
ッ
ク
カ
ン
ト
リ
ー
初
級
者
ツ

　

ア
ー
（
ゲ
レ
ン
デ
で
は
な
い
自

　

然
の
山
を
滑
っ
て
み
よ
う
！
）、

　

ス
ノ
ー
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
体
験
ツ

　

ア
ー
、
特
産
品
販
売
ブ
ー
ス
、

　

酒
蔵
Ｌ
ｉ
ｖ
ｅ （
天
寿
酒
造
・

　

ジ
ャ
ズ
ギ
タ
ー
リ
ス
ト
小
沼
よ

　

う
す
け
さ
ん
な
ど
豪
華
ラ
イ

　

ブ
ほ
か
）

【
４
日
】

　

ス
ペ
シ
ャ
ル
ス
ノ
ー
サ
ー
フ
ィ

　

ン
イ
ベ
ン
ト
「Snow

Surf

　

M
eet in 

鳥
海
山2nd

」、
プ
ロ

　

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
（
イ
ラ
ス
ト

　

レ
ー
タ
ー
／
画
家  Tom

io

氏
）

　

に
よ
る
ラ
イ
ブ
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン

　

グ
特
設
ブ
ー
ス

【
５
日
】

　

バ
ッ
ク
カ
ン
ト
リ
ー
中
上
級
者

　

ツ
ア
ー
、
特
産
品
販
売
ブ
ー
ス
、

　

ヘ
ン
プ
ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ー
ワ
ー

　

ク
シ
ョ
ッ
プ
、
キ
ッ
ズ
イ
ベ
ン

　

ト
な
ど

※

ツ
ア
ー
・
イ
ベ
ン
ト
に
よ
り
、

　

４
月
27
日
ま
で
事
前
の
予
約
・

　

申
し
込
み
が
必
要
な
も
の
が
あ

　

り
ま
す
。

　

イ
ベ
ン
ト
の
詳
細
な
内
容
・
参

加
料
はhttp://chokaizan-festa.

blogspot.jp/
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　この制度は、小・中学校のお子さんが保険診療で掛
かった入院医療費の自己負担分を市が助成する制度で
す。一旦医療機関に自己負担額を支払い、後日市役所
へ申請することで、払い戻しを受けることができます。

◆対象者
　市内在住で健康保険に加入している小学校４年生～
　中学生。
　ただし、他の法令などの適用を受け、医療費に関し
　入院医療費と同一の給付を受けることができる方（※）
　を除きます。
 （※）福祉医療費受給者／生活保護を受けている／日本スポー
　　ツ振興センター給付金に該当／児童福祉法に規定する施設に
　入所している（母子生活支援施設・保育所・知的障害児や肢
　体不自由児などの通園施設を除く）

 ◆申請に必要なもの…
　健康保険証、印鑑、入院医療費の領収書、保護者の
　通帳
　注）高額療養費に該当する場合は、加入健康保険で
　　高額療養費の申請を済ませてから申請していただ
　　くことになります。

　次のいずれかに該当する方は、市役所へ申請すること
により「福祉医療費受給者証」が交付されます。医療機
関などで受診の際、健康保険証と一緒に窓口に提示する
ことで、無料で診療を受けることができます。
※受給者証をすでにお持ちの方は申請の必要はありませ
　ん。
　
◆対象者

◆申請に必要なもの…
　健康保険証、印鑑、障がいのある方は身体障害者手帳
　または療育手帳Ａ

※福祉医療制度に該当しない方…
　市内に住所がない／健康保険に加入していない／社会
　保険本人（重度心身障がい者を除く）／生活保護を受
　けている／他の公費負担医療の適用を受け、医療費自
　己負担がない／市・県民税が未申告

　８月から、県の補助事業により小学校４～６年生も福
祉医療費受給者（マル福）の対象 になります。ただし
所得制限などによって取り扱いが異なります。
　なお、小学校３年生までのマル福は、これまで同様に
医療費自己負担は無料です。

◆申請方法など…
　小学校４～６年生児童が受給者証の交付を受ける際は、
市役所への申請が必要です。 申請期間は７月上旬～末日
の予定です。（詳細は後日広報などでお知らせします）
　なお、ひとり親福祉医療費、心身障がい者福祉医療費
の受給者証をすでにお持ちの小学校４～６年生児童は、
申請の必要はありません。

乳幼児　•０歳～小学校入学まで
児　童　•小学校１年生～３年生まで
ひとり親（18歳に達した最初の３月31日まで）
•母子、父子家庭の児童
•父母のいない児童
•父または母が１～２級程度の身体
　障害者手帳を持つ家庭の児童

所得制限があります。

重度心身障がい者
•身体障害者手帳１級～３級を持っている方
•療育手帳Ａを持っている方

社会保険本人の方は
所得制限があります。

父母が市民税所得割非課税

父母が市民税所得割課税で下記の
所得制限以内

０ 人
１ 人
２ 人
３ 人
４ 人
５ 人

4,600,000円
4,980,000円
5,360,000円
5,740,000円
6,120,000円
6,500,000円

※扶養１人につき38万円加算

父母が市民税所得割課税で上記の
所得制限超過

入院・外来とも自己負担
なし。（医療費全額助成）

福祉医療費の対象外。
ただし入院は、右の入院医療
費支給制度の対象とする。

入院は自己負担なし。
外来は一部自己負担あり。

※一部自己負担とは…
　窓口負担（３割）の２
　分の１相当額。
　ただし、１医療機関１
　ヵ月当たりの上限を
　1,000円とする。

高齢身体障がい者
•65歳以上で身体障害者手帳４級～
　６級を持っている方

所得制限があります。
社会保険本人の方は
非該当になります。

　　

日
本
を
代
表
す
る
ピ
ア
ニ
ス
ト

花
房
晴
美
と
妹
・
花
房
真
美
に
よ

る
２
台
ピ
ア
ノ
・
連
弾
・
独
奏
を

一
度
に
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
ぜ

い
た
く
で
貴
重
な
コ
ン
サ
ー
ト
。

　

姉
妹
な
ら
で
は
の
息
の
合
っ
た

演
奏
で
最
大
限
に
引
き
出
す
ピ
ア

ノ
の
魅
力
を
お
楽
し
み
い
た
だ
け

ま
す
。

日
時　

６
月
２
日
㈯　

18
時
開
演

　

 （
17
時
半
開
場
）

場
所　

カ
ダ
ー
レ　

大
ホ
ー
ル

主
催　

由
利
本
荘
市
、（
公
財
）

　

三
井
住
友
海
上
文
化
財
団

出
演　
花
房
晴
美
・
真
美
（
ピ
ア

　

ノ
デ
ュ
オ
）

プ
ロ
グ
ラ
ム

【
２
台
ピ
ア
ノ
】

　

ビ
ゼ
ー
／
「
カ
ル
メ
ン
」
組
曲
、

　

ラ
ヴ
ェ
ル
／
ボ
レ
ロ
、
ミ
ヨ
ー

　

／
ス
カ
ラ
ム
ー
シ
ュ
、
サ
ン

　

＝
サ
ー
ン
ス
／
組
曲
「
動
物

　

の
謝
肉
祭
」、
チ
ャ
イ
コ
フ
ス

　

キ
ー
／
バ
レ
エ
音
楽
「
く
る
み

　

割
り
人
形
」

【
連
弾
】

　

ブ
ラ
ー
ム
ス
／
ハ
ン
ガ
リ
ー
舞

　

曲
集
よ
り
、 

ヨ
ハ
ン
・
シ
ュ
ト

　

ラ
ウ
ス
Ⅱ
／
美
し
き
青
き
ド
ナ

　

ウ
【
独
奏
】

　

シ
ョ
パ
ン
／
幻
想
即
興
曲
、

　　

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
／
「
月
光
」

　

ソ
ナ
タ
、
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
／
月

　

の
光
、
リ
ス
ト
／
愛
の
夢

※
曲
目
・
曲
順
は
変
更
に
な
る
場

　

合
が
ご
ざ
い
ま
す
。
予
め
ご
了

　

承
く
だ
さ
い
。

料
金　

一
般
１
５
０
０
円
、
高
校

　

生
以
下  
千
円
（
全
席
指
定
）

チ
ケ
ッ
ト
発
売
日　

４
月
16
日  

　

10
時
よ
り
発
売
開
始

チ
ケ
ッ
ト
販
売
所　

コ
ン
ノ
楽
器
、

　

ヤ
マ
ハ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
本
荘
店
、

　

つ
ち
だ
楽
器
、
ミ
ュ
ー
ジ
ッ

　

ク
シ
ョ
ッ
プ
サ
サ
ヤ
、
カ
ダ
ー

　

レ
問
合
わ
せ
先　

カ
ダ
ー
レ　

☎
22

　

―
２
５
０
０

内
容　

自
然
の
家
周
辺
の
自
然
観

　

察
、
自
然
物
工
作
等
の
創
作
活

　

動
な
ど
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
体
験
や

　

施
設
案
内

期
間　

４
月
21
日
㈯
〜
22
日
㈰
、

　
５
月
３
日
㈭
〜
５
日
㈯

会
場　

岩
城
少
年
自
然
の
家

対
象　

子
ど
も
・
一
般

参
加
費　

無
料

問
い
合
わ
せ
先　

岩
城
少
年
自
然

　

の
家　

☎
74
―
２
０
１
１

　

土
蔵
造
り
の
本
堂
や
寺
宝
展
示
、

室
町
時
代
か
ら
伝
わ
る
本
尊
な
ど
、

あ
ま
り
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
お

寺
の
舞
台
裏
を
探
検
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

日
時   

４
月
22
日
㈰　

午
後
２
時

　

か
ら

会
場　

超
光
寺
（
猟
師
町
20
）

参
加
費　

千
円
（
当
日
受
付
で
お

　

支
払
い
く
だ
さ
い
）

問
い
合
わ
せ
先　

超
光
寺　

☎
22

　

―
０
６
５
４
、 

Ｆ
Ａ
Ｘ
22
―
５

　

９
３
３
、
文
化
課　

☎
32
―
１

　

３
３
７

　

県
立
大
曲
技
術
専
門
校
で
、
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ

れ
ま
す
。

第
二
種
電
気
工
事
士
筆
記
試
験

（
上
期
）準
備
講
習【
基
礎
編
】（
定

員
20
名
）

　
５
月
８
日
㈫
〜
11
日
㈮
の
４
日
間

イ
チ
か
ら
学
ぶIllustrator

講
習 

（
定
員
10
名
）

　
５
月
８
日
㈫
・
９
日
㈬
の
２
日
間

Ｎ
Ｃ
工
作
機
械
の
基
礎
（
定
員
15
名
）

　
５
月
９
日
㈬
・
10
日
㈭
の
２
日
間

ガ
ス
溶
接
技
能
講
習
（
定
員
15
名
）

　
５
月
15
日
㈫
・
16
日
㈬
の
２
日
間

第
二
種
電
気
工
事
士
筆
記
試
験

（
下
期
）準
備
講
習【
実
践
編
】（
定

員
20
名
）

　
５
月
22
日
㈫
・
23
日
㈬
の
２
日
間

マ
シ
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
【
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
】（
定
員
15
名
）

　
５
月
30
日
㈬
〜
６
月
１
日
㈮
の

　

３
日
間

お
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　

大
曲
技
術
専
門
校 

民
間
訓
練

　

支
援
室　

☎
０
１
８
７
―
62
―

　

６
３
２
１

　

 「
障
が
い
が
あ
る
た
め
に
ス

ポ
ー
ツ
に
対
し
て
積
極
的
に
な
れ

な
い
」「
仕
事
を
し
て
い
る
た
め

な
か
な
か
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
機
会

が
な
い
」
そ
ん
な
障
が
い
者
の
皆

さ
ん
、
い
ろ
い
ろ
な
ス
ポ
ー
ツ
を

楽
し
み
ま
せ
ん
か
。
ス
ポ
ー
ツ
を

通
し
て
た
く
さ
ん
の
仲
間
と
交
流

し
、
心
身
と
も
に
健
康
な
生
活
を

手
に
入
れ
ま
し
ょ
う
。

日
時   

毎
月
第
２
・
第
４
木
曜
日  

　

18
時
〜
20
時
（
10
月
に
つ
い
て

　

は
第
１
・
第
４
木
曜
日
に
行
い

　

ま
す
）

会
場　

県
心
身
障
害
者
総
合
福
祉

　

セ
ン
タ
ー
体
育
館
（
秋
田
市
旭

　

北
栄
町
１
―
５
）

内
容　

障
が
い
者
を
対
象
に
体
育

　

館
の
無
料
開
放
や
競
技
用
具
の

　

無
料
貸
出
を
行
い
、
ス
ポ
ー
ツ

　

推
進
員
と
と
も
に
ス
ポ
ー
ツ
を

　

楽
し
み
ま
す
。

実
施
種
目   

フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス

　

ク
（
ア
キ
ュ
ラ
シ
ー
）、
卓
球
、

　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
バ
ス
ケ
ッ
ト

　

ボ
ー
ル
な
ど
（
参
加
者
の
希
望

　

と
用
具
の
状
況
に
応
じ
て
行
い

　

ま
す
）

参
加
資
格　

身
体
障
が
い
者
（
内

　

部
障
が
い
者
含
む
）、
知
的
障

　

が
い
者
、
精
神
障
が
い
者
及
び

　

付
き
添
い
の
家
族
や
施
設
職
員

　

等
で
、
特
に
健
康
上
問
題
の
な

　

い
方
。

参
加
費   

無
料

問
い
合
わ
せ
先　

県
障
害
者
ス

　

ポ
ー
ツ
協
会　

☎
０
１
８
―
８

　

６
４
―
２
７
５
０
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新着案内
《一般書》
第五番
花酔い
クロス・ファイヤー
地層捜査
一石二鳥の敵討ち
朝の霧
ルーズヴェルト・ゲーム
震災死
東北不屈の歴史をひもとく

つい入りたくなるお店がやっている
店頭手書きボードの描き方・作り方

公務員の教科書　社会編
くり返し作りたい家族の好きないつ
ものごはん276
上機嫌の才能
頭・心・体が冴える、仕事リズムの
つくり方
写真で学ぶ建築基準法

女子栄養大学のカフェテリア

少年サッカー　基本・練習・コーチ
ング
世界をつなぐあこがれ企業の社員食
堂レシピ
さいごの色街飛田
繊維筋痛症がわかる本
これで解決！眼のトラブル相談室
　
ニッポン女子力
ザ・ラストバンカー
取引先の経営実態を把握する法

事務の仕事がムリなくミスなくはか
どる本
はやぶさ世界初を実現した日本の力

秋田県謎解き散歩
「電子工作」のキホン

《Ｕ－20（10代向けの本）》
春の窓
美について
基本から戦術までよくわかる女子バ
レーボール
‘13看護学校受験全ガイド

おうちで作りたくなるひとり暮らし
のレシピ　
ここはボツコニアン

《児童書》
日本一わかりやすいエネルギー問題
の教科書
楽しく遊ぶ学ぶげんきの図鑑

ほんとのおおきさ特別編元気です！
東北の動物たち
どうだ！まいったか
めざせ！キッズ・ライブラリアン

できたよ、鉄棒・平均台

しょうがっこうへいこう
ゆうれいのまち

久坂部　羊
村山　由佳
柴田よしき
佐々木　譲
佐藤　雅美
山本　一力
池井戸　潤
吉田　典史

岡本　公樹

　　　　　　　　　　　中村　　心
伊藤　章雄

家の光協会
田辺　聖子

ひとリズム研究会

　　　　深滝准一+建築知識研究会

　　　　　　　　　　　小笠原章子

堀池　　巧

TABLE FOR TWO
井上理津子
戸田　克広

　　　　　井上　賢治・若倉　雅登
能町　光香
西川　善文

　　　　　　　　　　　落合　俊彦

藤井美保代

　　　　　　　　　　　川口淳一郎
野添　憲治
小峯　竜男

安房　直子
今道　友信

秋津　　修

　　　　　　　　　　　高橋　眞理

はるひ
宮部みゆき

水野　倫之

　　　　　　　　　　　中村　　裕

小宮　輝之
田島　征三

　　　　　　　　　　　二村　　健

　　　　ベースボール・マガジン社
斉藤　　洋
恒川光太郎
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………………………………………………………………………………………………

本紙４月１日号健康ノート「秋田県はしか排除推進月間」の記事中、無料接種
対象者は、「高１」ではなく「高３」の誤りでした。訂正いたします。

下記①～③をすべて満たす方で検査を希望する方
（年齢基準日：平成25年3月末現在）
　①受診日に由利本荘市に住所がある方
　②市が実施する子宮がん・卵巣腫瘍検診を受診する方
　③

△

20～39歳
　　

△

40歳・41歳（子宮頸がん無料クーポン券対象者）・42歳
　　　・44歳・46歳・48歳の方
800円　※別途、子宮がん・卵巣腫瘍検診に1,600円必要です
（生活保護世帯者は緊急時医療依頼証提示により無料）

⑴集団検診：本荘地域以外→検診を申し込んだ方に後日通知します
　　　　　　本荘地域→本紙６月１日号で申し込み詳細を掲載予定です
⑵個別医療機関方式　　　：本紙６月１日号で申し込み詳
　　　　　　　　　　　　　細を掲載予定です
⑶人間ドックオプション　：市のドックを申し込んだ方に
　　　　　　　　　　　　　通知されています
⑷子宮頸がん無料クーポン：21、26、31、36、41歳の方
　　　　　　　　　　　　　に後日通知します

本荘保健センター☎22－1834

　食育や食生活に関心のある方は、ぜひご参加ください。
　講座を修了した方は、食生活改善推進員として
活動することができます。
【内　　容】講話、調理実習、運動実技
【募集期間】～５月25日㈮
【講座開催期間】６月中旬～11月
　　※２時間または６時間コースで６日間
　問い合わせ　本荘保健センター☎22－1834

●
細
胞
診
ま
た
は
Ｈ
Ｐ
Ｖ
検
査
ど

　

ち
ら
か
が
陽
性
、
両
方
陽
性
の

　

場
合

　

↓
精
密
検
査
を
受
け
、
そ
の
後

　
　

の
主
治
医
の
指
示
に
従
い
ま

　
　

し
ょ
う
。

●
細
胞
診
・
Ｈ
Ｐ
Ｖ
検
査
と
も
陰

　

性
の
場
合

　

↓
子
宮
頸
が
ん
で
あ
る
可
能
性

　
　

は
低
い
で
す
。

　
　

た
だ
し
、
従
来
ど
お
り
20
〜

　
　

30
代
は
毎
年
、
40
代
は
２
年

　
　

に
１
回
子
宮
が
ん
・
卵
巣
腫

　
　

瘍
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　
　

Ｈ
Ｐ
Ｖ
検
査
に
つ
い
て
は
３

　
　

年
後
に
受
け
ま
し
ょ
う
。

平成24年４月15日号 広報ゆりほんじょう

　

子
宮
頸
が
ん
は
、
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス

（
Ｈ
Ｐ
Ｖ
）
の
感
染
が
原
因
で
起
こ
る
が
ん
で
す
。

Ｈ
Ｐ
Ｖ
は
、
性
交
渉
経
験
の
あ
る
女
性
の
８
割
の

方
が
感
染
す
る
あ
り
ふ
れ
た
ウ
イ
ル
ス
で
す
。

　

感
染
し
て
も
、
ほ
と
ん
ど
が
免
疫
の
作
用
で
体

外
へ
排
出

さ
れ
ま
す

が
、
中
に

は
、
ウ
イ

ル
ス
が
排

出
さ
れ
ず

感
染
が
持

続
す
る
こ

と
で
、
が

ん
に
進
行

す
る
場
合

が
あ
り
ま

す
。

　

Ｈ
Ｐ
Ｖ
に
は
、
が
ん
に
な
り
や
す
い
型
と
、
そ

う
で
な
い
型
が
あ
り
、
Ｈ
Ｐ
Ｖ
検
査
で
は
、
が
ん

に
な
り
や
す
い
型
の
感
染
が
あ
る
か
ど
う
か
調
べ

ま
す
。

　

子
宮
が
ん
検
診
（
細
胞
診
）
に
Ｈ
Ｐ
Ｖ
検
査
を

追
加
し
て
も
１
回
の
細
胞
採
取
で
済
み
ま
す
。

　

検
査
は
３
年
に
１
回
が
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

子
宮
頸
が
ん
の
発
症
は
、
20
代
〜
30
代
で
急
増
。

進
行
が
ん
の
場
合
、
子
宮
を
摘
出
す
る
必
要
が
で

て
き
ま
す
。

　

子
宮
が
ん
検
診
と
合
わ
せ
て
Ｈ
Ｐ
Ｖ
検
査
を
受

け
る
こ
と
で
、
自
覚
症
状
が
ほ
と
ん
ど
な
い
子
宮

頸
が
ん
を
早
期
に
発
見
で
き
れ
ば
、
子
宮
を
温
存

し
、
妊
娠
・
出
産
も
可
能
で
す
。

………………………………………………………………………………………………………………………………………………………
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佐々木　希ちゃん（壮美さん）中梵天

髙橋　仁稀ちゃん（晃司さん）川口

吉川　玲煌ちゃん（和幸さん）石脇

大竹　結菜ちゃん（仁志さん）御門

大友　唯華ちゃん（健司さん）石脇

畠沢　　絢ちゃん（牧人さん）川口

工藤　悠真ちゃん（　豊　さん）東梵天

遠藤琥太郎ちゃん（和美さん）西梵天

齊藤　芽吹ちゃん（雄作さん）滝ノ沢

吉田　祐奈ちゃん（辰弥さん）東梵天

三浦　琉翔ちゃん（　豪　さん）前郷

佐藤　　蓮ちゃん（卓哉さん）森子

金森　由奈ちゃん（洋介さん）岩谷麓

佐々木来凛ちゃん（慎也さん）中田代

曽根川虹羽ちゃん（竜寛さん）西目町出戸

　　　　のぞみ

　　ひと き

　　　れ　お

　　　ゆ　な

　　ゆい か

　　　　あや

　　ゆう ま

　こ　た　ろう

　　　め　ぶき

　　　ゆ　な

　　るい と

　　　　れん

　　ゆう な

　　　ぐ　り

　　にじ は

阿部　順治さん
（古雪町・85歳）

工藤　ツヤさん
（藤崎・83歳）

齋藤　清次さん
（大鍬町・93歳）

畑山柳太郎さん
（谷山小路・83歳）

成田　久男さん
（二十六木・60歳）

加藤　貞喜さん
（砂子下・81歳）

渡邉　浅男さん
（埋田・83歳）

菅原　幸一さん
（石脇・83歳）

生守　仲子さん
（谷山小路・91歳）

藤丸　　隆さん
（一番堰・76歳）

須藤　キヨさん
（円正脇・78歳）

小野　和夫さん
（川口・66歳）

　
　

 

犬

　

生
後
91
日
以
上
の
犬
は
、
登
録
と
狂
犬
病
の

予
防
注
射
を
必
ず
受
け
ま
し
ょ
う

　
　
　
　
　
　

（
４
月
１
日
号
の
前
編
参
照
）

　
　

 

猫

　

▽
排
泄
物
の
問
題
の
ほ
か
、交
通
事
故
や
感
染

　
　

症
を
防
ぐ
た
め
に
も
室
内
で
飼
い
ま
し
ょ
う

　
　

（
不
必
要
な
繁
殖
を
防
ぐ
こ
と
も
で
き
ま
す
）

　

▽
野
良
猫
と
区
別
す
る
た
め
に
首
輪
を
し
ま

　
　

し
ょ
う

　

▽
繁
殖
を
望
ま
な
い
場
合
に
は
、
不
妊
・
去

　
　

勢
手
術
を
し
ま
し
ょ
う

　

水
林
斎
場
で
火
葬
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

市
民
課
や
総
合
支
所
市
民
福
祉
課
で
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
犬
が
死
亡
し
た
と
き
に
は
、
火
葬
と

は
別
に
、
届
け
出
が
必
要
で
す
。

　

由
利
本
荘
保
健
所
で
は
、

本
市
と
に
か
ほ
市
の
迷
い

犬
を
捕
獲
・
収
容
し
て
い

ま
す
。
そ
の
後
、
一
定
期

間
が
過
ぎ
る
と
秋
田
県
動

物
管
理
セ
ン
タ
ー
へ
引
き

取
ら
れ
ま
す
。

●
犬
も
猫
も
き
ち
ん
と
飼
え
ば
10
年
は
生
き
ま
す
。

　
10
年
後
の
こ
と
を
考
え
て
か
ら
飼
い
ま
し
ょ
う
。

●
動
物
た
ち
の
命
を
大
切
に
し
、
飼
い
主
は
責
任

　
と
愛
情
を
持
っ
て
、
最
後
ま
で
飼
い
ま
し
ょ
う
。

　

生
活
環
境
課
☎
24―

６
２
５
３

　

ま
た
は
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

…………………………………………………………………………………………………

由利本荘保健所
県全体

53頭
344頭

◆先日、由利本荘ひな街
　道（矢島町）に行って
　きました。個人のお宅
　でも見学することがで
　き、感激しました。広
　報で石脇地区の催しを
　見て、行かなかったこ
　とが残念に思われまし
　た。とても華やかです
　ね。（佐々木さん・54歳

・本荘地域）

◆おたよりを書いている今も
　雪が降り続き、外は真っ白
　に。早く春らしくなって山
　菜採りするのが待ち遠しい
　です。
（那須さん・60歳・岩城地域）

◆市内の情報がダイレクトに
　伝わるのでレジャーにせよ、
　防災にせよ参考にさせても
　らっています。いつの日か、
　おくやみの数をお誕生がは
　るかに超えることを期待し
　ています。
（栗田さん・24歳・大内地域）
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伊藤　洋一さん
（後町・77歳）

庄司ミサヲさん
（山田・97歳）

小山　修二さん
（後町・86歳）

熊田　茂夫さん
（薬師堂・75歳）

佐々木フサミさん
（薬師堂・90歳）

木村　春治さん
（矢島町新荘・82歳）

茂木　アイさん
（矢島町坂之下・87歳）
半田　　稔さん
（矢島町七日町・78歳）
鈴木ヱチヨさん
（矢島町七日町・95歳）
茂木　利一さん
（矢島町新荘・94歳）

秋山ツルヨさん
（矢島町城内・93歳）

佐藤　良子さん
（矢島町新荘・77歳）

土田　豊一さん
（矢島町矢島町・75歳）
齋藤　幸枝さん
（岩城亀田愛宕町・71歳）
髙橋ミヱ子さん
（岩城亀田最上町・77歳）
加藤　チヨさん

（五十土・88歳）
三浦　正勝さん

（前郷・68歳）
佐々木瑛三さん

（岩谷町・79歳）

佐々木豊作さん
（中田代・79歳）

伊藤　マツさん
（岩谷町・100歳）

鈴木　チヱさん
（松本・78歳）

菊地　トミさん
（岩野目沢・90歳）

千葉ナツヨさん
（東由利蔵・85歳）

栁橋利永太郎さん
（西目町出戸・91歳）

齋藤　匡史さん
（西目町出戸・35歳）

小玉　金則さん
（西目町出戸・74歳）

今野　茂夫さん
（鳥海町下笹子・80歳）
鈴木　富二さん
（鳥海町上笹子・86歳）
佐藤　節子さん
（鳥海町上川内・83歳）

………………………………………………………………………………………………………………………………………

　気付かないうちに、ご近所に迷惑をかけていませんか。
　みんなが動物好きというわけでは
ありません。ペットを飼うときは、
周りへの配慮がとても大切。マナー
を守って正しく飼いましょう！

　

「
由
利
本
荘
市
住
み
よ
い
環
境
づ
く
り
条

例
」
で
は
、
ペ
ッ
ト
に
つ
い
て
、「
市
民
に
危

害
を
与
え
た
り
、
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
適
切

に
管
理
す
る
こ
と
」、「
飼
い
犬
を
綱
や
鎖
な
ど

で
制
御
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
」「
飼
い
犬

の
ふ
ん
を
処
理
す
る
た
め
の
用
具
を
持
ち
歩
き
、

処
理
す
る
こ
と
」
と
定
め
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
市
に
は
、
次
の
よ
う
な
苦
情
が
た
く

さ
ん
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ペ
ッ
ト
の
正
し
い
飼
い
方
、
マ
ナ
ー
に
つ
い

て
、
今
一
度
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

排
泄
物
の
処
理
は
、
ペ
ッ
ト
を
飼
う
上
で
の

最
低
限
の
マ
ナ
ー
で
す
。
責
任
を
も
っ
て
処
理

し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
野
良
猫
に
餌
を
与
え
る
人
が
い
ま
す

が
、
そ
う
し
た
野
良
猫
は
ご
近
所
の
敷
地
内
で

排
泄
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
野
良
猫
に
餌
や

り
を
し
て
い
る
人
は
、
実
質
的
な
飼
い
主
と
み

な
さ
れ
、
そ
の
猫
に
対
し
て
一
定
程
度
の
責
任

が
生
じ
ま
す
。
無
責
任
に
餌
を
与
え
な
い
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

犬
を
放
し
飼
い
に
し
た
り
、
散
歩
の
時
に

リ
ー
ド
を
外
し
て
い
る
人
が
い
ま
す
。
ご
自
分

の
敷
地
以
外
で
は
、
絶
対
に
リ
ー
ド
を
外
さ
な

い
よ
う
に
、
ま
た
放
し
飼
い
に
し
な
い
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。

　

万
が
一
、
人
や
他
人
の
ペ
ッ
ト
を
か
ん
だ
り
、

け
が
を
さ
せ
た
場
合
は
、
飼
い
主
が
そ
の
責
任

を
負
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

野
良
猫
を
捕
獲
し
て
ほ
し
い
と
い
う
相
談
も

多
く
寄
せ
ら
れ
ま
す
が
、
市
で
は
、
猫
を
は
じ
め
、

小
動
物
の
捕
獲
は
、
一
切
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。


